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本
市
は
、
大
正
五
年
七
月
一
目
に
市
制
を
施
行
し
て
以
来
六
十
周
乍
を
迎
え
ま
し

た
が
、
そ
の
問
、
市
政
の
順
調
な
伸
展
と
と
も
に
人
間
件
豊
か
な
住
み
よ
い
町
づ
く

り
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
七
月
一
口
‐
に
は
、
新
装
な
っ
た
岡
崎
市
体
育
館
で
、
市
制
施
行
六
十
周
年
記
念
式

典
と
岡
崎
市
体
育
館
竣
工
式
が
行
わ
れ
、
あ
わ
せ
市
民
憲
章
が
制
定
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
記
念
式
典
で
は
、
長
年
市
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
者
、
篤
行
者
あ
わ

せ
て
七
十
九
人
と
優
良
団
体
四
十
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
る
か
た
は

　
　
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）

盛大に記念式典－

自
治
功
績
者

杉
川
泰
次
郎
（
欠
町
）
　
中
嶋
伊

友
郎
（
栄
町
)
　
　
　
　
　
　
:
ｌ
:
：
ｃ
-
＞
（
　
■
　
　
　
　
(
鴨

１
ｒ
‐
川

杉
浦
遠
巾
（
島
町
’
）

山
本
定
一
　
－
中
島
町
一
　
中
川
束

一
　
（
藤
川
町
）
　
鈴
木
彬
三
（
花

…
岡
町
）
　
中
根
片
田
心
（
暮
戸
町
）

栗
田
義
美
（
美
八
‥
町
）
　
鳥
木
菊

巾
（
ト
六
名
町
）
　
鈴
木
藤
吉
（

桑
谷
町
）
　
故
小
林
正
治
（
伝
馬

通
）
　
鈴
木
側
一
　
（
池
金
町
）

佐
野
初
男
（
．
り
崎
町
）
　
石
川
鉦

治
（
伊
賀
町
）
　
宮
地
政
市
（
洞

町
）
　
鈴
木
伊
三
郎
（
曙
町
）

細
井
由
之
以
（
在
家
町
）
　
高
須

時
雄
（
井
田
町
）
　
北
沢
正
二
（

若
松
町
）
　
加
藤
賢
三
（
花
闘
町
）

畔
柳
徳
松
（
ト
六
Ｊ
＼
:
町
）
　
鈴
木

昇
（
矢
作
町
）
　
滝
克
郎
（
明
人

寺
町
）

'

教
育
功
績
者

友
川
治
郎
（
滝
町
）
　
中
恨
々
恵

’
Ｌ
Ｔ
ぺ
幡
町
）
　
渡
辺
年
男
（
六

供
町
）
　
鈴
木
爪
雄
｛
生
平
町
｝

川
中
彰
．
｛
吹
矢
町
｝
　
加
藤
勲

（
中
町
）

内
川
早
苗
（
保
母
町

　
産
業
功
績
者

三
科
重
嘉
（
若
松
町
）
　
服
部
敏

郎
（
六
供
本
町
）
　
岡
田
金
蔵
（

針
崎
町
）
　
天
野
悦
二
（
西
阿
知

和
町
）
　
伊
藤
正
（
六
供
町
）

市
川
重
次
（
君
津
町
）
　
鈴
木
銀

治
郎
（
駒
立
町
）
　
稲
垣
ひ
（
井

田
町
）
　
打
川
勝
二
（
僑
目
町
）

原
田
信
義
（
真
伝
町
）
　
丹
羽
正

幸
（
大
和
町
）
　
小
林
義
男
（
竜

泉
寺
町
）
　
柴
出
久
夫
（
駒
立
町
）

［
民
生
功
績
者

加
藤
唯
一

青
私
英
世

（
山
綱
町
）

（
束
牧
内
町
）

衛
生
功
績
者

阿
部
重
之
一
削
（
中
町
）
　
岸
本
正

美
（
亀
井
町
）
　
石
原
冨
三
郎
（

小
呂
町
）
　
内
藤
亮
（
康
生
通
四
）

山
崎
末
古
（
ヘ
リ
崎
町
）
　
内
出
正

一
ご
明
大
寺
町
）

納
税
功
績
者

岡
川
栄
次
（
六
供
町
）
　
塩
谷
繁

ｈ
Ｓ
ｆ

り
川

泗
外
芳
笑
（
高
隆

寺
町
）

土
木
・
交
通
功
績
者

藪
川
雄
次
郎
（
陥
岡
町
）
　
栗
川

信
雄
へ
美
ぺ
‐
町
）
　
酒
井
秋
職
（

針
崎
町
）
　
山
川
澄
雄
（
旺
　
町
）

石
川
正
治
（
滝
町
）
　
尾
野
仙
次

　
（
岩
津
町
）
　
柴
田
光
夫
（
井
川

町
）
　
柴
田
武
人
（
竃
田
町
）

浅
井
光
雄
（
下
青
野
町
）

消
防
功
績
者

岩
瀬
二
三
（
康
生
町
）
　
矢
野
常

彦
（
明
大
寺
町
）
　
浅
井
金
４
　
（

福
寿
町
）
　
浅
井
勲
（
美
合
町
）

｜

梅
田
操
へ
田
町
）
　
宇
津
野
定
明

　
　
　
古
部
町
）

篤
行
者
ほ
か

大
竹
庄
二
（
明
大
寺
町
）
　
加
藤

音
松
（
久
後
崎
町
）
　
杉
山
志
げ

　
（
藤
川
町
）
　
太
田
柴
（
上
六
名

町
）
　
加
納
銀
一
　
（
井
田
町
）

鳥
居
幸
一
　
（
羽
根
町
）
　
磯
谷
螢

一
　
（
宮
石
町
）
　
西
野
美
弥
子
（

門
前
町
）
　
近
藤
秀
雄
（
在
ブ
ラ

ジ
ル
・
米
河
内
町
出
身
）

優
良
団
体

竹
生
川
を
美
し
く
す
る
会
（
菅
生

町
）
　
南
康
生
殿
僑
早
起
会
（
康

生
町
‘
　
御
旗
公
園
愛
護
会
（
松

本
町
）
　
束
阿
知
和
町
三
区
『
町
を

き
れ
い
に
す
る
会
』
（
束
阿
知
和

町
）
　
エ
コ
ー
オ
カ
ザ
キ
（
伝
馬

通
）
　
清
水
子
ど
も
会
（
柵
岡
町
）

岡
崎
市
咄
設
野
菜
振
興
会
（
ト
王

町
）
　
岡
崎
木
材
組
八
‥
青
壮
弟
会

　
（
八
帖
北
町
）
　
岡
崎
花
火
協
同

組
八
‥
（
伊
賀
町
）
　
岡
崎
市
医
師

会
（
明
大
寺
町
）
　
岡
崎
歯
科
医

師
会
（
六
供
町
）
　
伊
賀
北
五
区

納
税
組
合
（
伊
賀
町
）
　
柱
郷
東

納
脱
組
合
（
柱
町
）
　
東
曙
納
税

組
合
（
曙
町
）
　
須
渕
町
納
税
組

合
（
須
渕
町
）
　
山
綱
町
　
　
　
区
納

税
組
合
（
山
綱
町
）
　
西
欠
町
納

税
組
合
（
欠
町
）
　
岡
崎
市
六
ツ

美
消
防
団
（
下
青
野
町
）
　
岡
崎
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巾
泰
梨
地
区
少
弔
消
防
ク
ラ
ブ
　
一

泰
９
町
一
　
岡
開
巾
八
陶
山
学
区

少
～
消
防
７
う
フ
　
ー
ト
ヘ
和
町

織
作
む
訓
練
法
人
岡
崎
建
設
余
’
伊

り
町

ｌ
・
し
。
。
″
’
ｈ
Ｗ
紅
４
ｊ
、
・
‐
ｎ
／
･
1

-

　

牡
縦
海
ト
火
災
保
険
株

式
余
陸
私
占
｝
支
叫
　
沁
占
‥
Ｅ
ｔ
巾
）

国
昭
に
川
竹
庫
・
菅
咀
町
‘
　
‐

参
電
装
昧
式
海
陸
一
列
谷
市

岡
崎
巾
危
険
物
安
令
協
公
一
州
‐

町
｝
　
リ
コ
ー
時
計
休
式
海
外
・

ね
占
屋
１
　
川
　
　
咄
：
v
生
命
保
険
相

し
公
什

休
式
余

人
阪
市
I
　
池
川
挫
忖

　
陥
熊
町
・
　
小
瞰
建

設
昧
式
勁
旺
ｆ
明
卜
八
か
町
・
　
岡

崎
迎
ぺ
‥
Ｌ
地
区
画
幣
理
組
ぺ
‥
・
ト

一
ａ
・
ｒ

―
－
‘

　
　
９

岡
崎
ラ
イ
オ
ン
晟
ッ
’
ラ

　
ー

フ
　
一
．
康
ｔ
埴
束
・
　
　
岡
崎
葵
ラ
イ

オ
ン
ペ
ク
ラ
ブ
　
ー
．
康
咀
通
束
一

岡
崎
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
、
ク
ラ
ブ
　
よ
咀

ｔ
通
■
-
／
　
　
　
岡
崎
屯
城
ラ
イ
オ
ン

で
ク
ラ
ブ
　
ー
・
康
慟
通
牡
‘
　
協
同

根
へ
‐
岡
崎
シ
1
1

-
／

＼
ブ
／
グ
セ
ン
タ

I
　
”
^
＜_
:
_
ｕ
.
'
通
西
．
’
　
武
川
磯
に
株

式
会
汁

　
　
欠
町
）
　
ユ
ニ
ー
ー
株
式

入
；
Ｌ
Ｌ
　
　
Ｉ
．
‐
ｌ
ｔ
．
．
ｊ
　
　
　
？
レ
４
　
ｘ

ノ
ｊ
Ｌ
ｙ
６
Ｆ
　
一
々
ｎ
Ｉ
ｒ
Ｌ
¨
｀
・
ｄ
｀
　
　
一
　
’
゛
六
ヌ

ド
ぶ
む
株
八
分
旺
一
な
ｎ
ｙ
‥
昭
巾
一
　
ユ

ニ
手
カ
昧
式
分
吐
・
’
ト
ヘ
阪
巾
．
・
　
ユ

ニ
チ
ヴ
ー
ド
休
式
会
旺
（
東
京
都
）

　
岡
崎
市
職
員

・
Ｌ
ｅ
　
－

／
－
タ
‥
学
校
職
員

卜
六
な
り

私
立
保
育
園
職
員

．
．
免
‥

　
　
歴
史
の
重
み

　
　
　
先
人
の
心
に
学
ぶ

　
巾
制
六
ト
周
年
記
念
収
業
力
．

つ
で
あ
る
巾
民
憲
び
も
、
委
Ｕ
長

の
内
藤
卯
．
．
．
郎
児
咀
を
中
心
に
、

委
Ｕ
の
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
で
ｙ
一
派

に
制
定
さ
れ
た
．

　
ヒ
川
一
‐
の
睨
政
式
典
の
場
で

正
式
に
発
表
す
る
が
、
巾
民
具
辿

の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
脚

に
刻
み
枯
進
し
た
い
も
の
で
あ
る
、

　
仏
が
巾
長
就
任
の
際
、
提
咄
し

た
巾
民
運
動
に
且
つ
の
テ
ー
マ
と
力

か
ね
人
‐
い
に
つ
い
て
お
尋
ね
を
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
る
が
、
市
民
迦

勁
は
、
よ
き
糾
土
旺
会
を
つ
く
る

た
め
の
、
巾
尺
の
自
ｈ
的
な
参
加

と
行
動
を
盛
り
Ｌ
げ
る
た
め
の
テ

ー
マ
を
提
咄
し
た
も
の
で
、
巾
尺

憲
章
と
は
自
ら
そ
の
意
義
を
賢
に

す
る
も
の
で
あ
る
．

　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×

　
、
’
り
と
ち
Ａ
ｌ
３
５
'
*
＾
-
Ｈ
、
．
．
．
町
叱
Ｌ

　
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ
山
―
Ｉ
　
　
　
.
　
'
Ｔ
^

■
＝
!

発
祥
の
地
と
し
て
の
歴
史
性
と
、

素
朴
な
巾
民
心
識
に
よ
っ
て
あ
た

た
か
い
人
情
を
も
っ
た
土
地
柄
と

さ
れ
て
い
る
．

　
中
‐
新
聞
の
心
募
論
文
も
、
岡

崎
を
愛
し
、
ふ
る
さ
と
を
誇
り
と

い
f
　
]
　
＾
1
で
あ
る
。

　
起
伏
に
｛
‥
…
ん
だ
変
化
の
多
い
町

の
た
た
ず
ま
い
、
ゆ
た
か
な
緑
と

清
流
、
近
年
巾
民
の
皆
さ
ん
の
協

カ
レ
一
理
解
に
よ
っ
て
、
閻
崎
の
祁

山
環
境
が
．
ｍ
に
と
よ
く
な
っ
て
Ｘ
ゝ

た
。
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×

　
記
念
式
典
を
行
う
体
育
館
も
巾

民
の
誇
り
の
一
つ
と
な
ろ
う
．
六

Ｚ
公
園
と
八
‥
わ
せ
て
一
万
二
Ｆ
坪

力
広
人
な
収
地
に
、
川
階
建
て
、

市
長
随
想

内
田
　
喜
久

エ
ン
ジ
と
自
力
よ
く
マ
ヴ
チ
し
た

偉
容
が
、
だ
の
空
に
ひ
と
し
お
あ

ぎ
や
か
に
映
え
て
い
る
。

　
晟
ボ
ー
ー
ツ
レ
ー
い
こ
い
の
広
場
を

か
に
ね
た
八
々
ｎ
公
開
、
ま
だ
緑
は
允

分
レ
一
は
い
え
な
い
が
、
正
而
の
若

人
の
泉
を
中
心
に
か
愉
打
に
広
が
る

樹
休
が
や
が
て
人
地
に
根
を
張
り
、

人
空
に
そ
び
え
ｙ
一
て
ぱ
、
立
派
な

巾
民
の
森
と
し
て
、
都
心
の
新
々
ｎ

所
と
な
ろ
う
。

　
岡
崎
市
に
と
っ
て
、
古
い
巾
街

さ
れ
る
か
た
が
多
゛
の
は
帆
む
し
　
　
地
と
、
一
里
近
く
も
隔
て
た
国
鉄

岡
崎
駅
附
近
と
の
一
体
化
が
長
い

間
の
課
毬
で
あ
っ
た
が
、
一
帯
の

区
画
整
理
㈲
業
に
よ
っ
て
、
見
違

え
る
よ
う
な
近
代
都
市
に
生
ま
れ

変
わ
り
、
体
育
館
や
六
■
＞
；
：
公
園
の

建
段
に
よ
っ
て
、
岡
崎
市
の
新
し

い
中
心
巾
街
地
の
誕
■
*

'
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　
本
巾
の
既
成
市
街
地
は
約
二
ｒ

ヘ
ク
タ
１
・
ル
で
あ
る
が
、
現
在
進

行
中
の
区
叫
幣
理
事
業
に
よ
っ
て

千
七
″
‥
‥
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
新
市
街
地

が
誕
生
し
つ
つ
あ
る
。

　
全
岡
で
最
初
の
生
ぶ
声
を
あ
げ

た
本
町
、
西
康
生
の
市
街
地
再
開

発
事
業
も
、
長
い
道
程
を
経
て
、

第
二
組
八
‥
の
嘔
業
も
見
迦
し
が
つ

ヽ－

　⌒
　～

り
た　
明
治
ニ
ト
ー
午
鉄
道
敷
設
以
来
、

岡
崎
巾
の
表
玄
関
で
あ
る
南
部
．

帯
の
近
代
化
の
お
く
れ
は
、
長
い

間
の
課
題
で
あ
っ
た
が
、
今
乍
か

ら
い
よ
い
よ
駅
西
地
区
の
近
代
化

に
杵
手
す
る
>
)
と
に
な
っ
た
．

　
祁
巾
づ
く
り
は
艮
い
堅
史
と
絶

え
間
な
い
努
力
が
必
要
と
さ
れ
る

が
、
多
様
化
し
た
都
市
社
会
に
お

い
て
．
私
は
巾
民
の
皆
さ
ん
と
の

対
話
と
八
‥
意
を
モ
ッ
ト
’
‐
に
、
六

十
年
の
歴
史
を
背
景
に
市
政
へ
の

桁
進
を
杵
う
も
の
で
あ
る
．
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　このたび、巾制mn 6 0周了1こを

ﾉ氾念して、市1 ^-L憲章が生まれまし

た。

　この憲万感を市民一人ひとりの力

でﾘぐ浙に育てていきましょう。
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　　iW殖●｜
､^-.≪;－一一一<

－　ご*j?.=

　　７

. f

、^ .

　●・Ｉ

W 噛 - *

..9

O丿　｝j

巾民憲章

このベー－ジをりjり取。て、家の中にはっておきましょう

わ
た
く
し
た
ち
は
、

忠

ま

れ

た

と
輝
か
し
い
歴
史
に
は
ぐ
く
ま
れ
な
が

ら
．

歩
む

明
日
か
Ｉ
め
ざ
し
て
、
た
く
ま
し
く

岡

崎

巾

民

―てr-,、

す

　
緑
と
太
陽
の
も
と
、
阻
先
の
遺
産

全
人
切
に
、
兆
し
い
心
仝
み
が
き
ま

牢

．
河
魂
力
伝
統
か

岡　山奇

-

四
４
　
「
頴
め

丈

化

ク)

向

か
し
、
教
養

に
「
と
め
ま

　
仕
会
力
き
ま
り
を
守
り
、
友
滝
か
・

深
め
、
健
康
な
か
ら
だ
を
き
た
え
ま

ナ　
に
‐
少
年
に
が
を
、
包
人
に
安
ら
ぎ

か
｝
、
し
あ
わ
せ
な
家
庭
を
つ
く
り
ま

す
勤
労
に
誇
り
と
竃
‥
ぴ
今

わ
せ
〃

ま
す

力

を

あ

豊
か
な
く
ら
し
仝
き
ず
き
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べ
‐
‐
．
定
例
会
で
承
認
々
ら
ひ
に
議

決
さ
れ
た
補
正
。
ｒ
算
は
、
．
般
会
計

億
四
ト
バ
‐
―
)
卜
四
万
斤
Ｆ
円

■
＝
ｒ
*
　
ｚ
-
^
-
＾
-

■

｡
'

り
り
／
ｊ
・
。
・
・
μ
　
ｒ

Ｉ
’
し

－

｜

れ
Ｉ

万
斤

特

r-

り

’
　
　
『
４
／
‐
―
―
　
　
―
　
^

･
-

:
ｚ
―

＜
-
^
　
≫
＞
*
*
-
-
＜
*
ｒ

は
四
ａ
八
卜
に
旺
偉
吋
は
几
ト
ペ
与
．
に
吐

こ
れ
に
よ
り
本
～
度
。
ｒ
俘
総
額

卜
円
と
々
り
ま
し
た

　
ぺ
’
川
力
補
正
力
お
も
な
も
力
は

次
力
と
お
り
で
す

一
一
般
会
計

　
　
（
総
務
費
）
巾
制
八
卜
…
I
r
*
　
＞
･
･
記
念

’
V
　
I
し
て
寄
付
分
に
よ
る
巾
庁
も
‥
田
四
辺

幣
陥
心
μ
貨
行
力
迫
加
分
グ
ぷ
か
、
じ

‐
よ
り
城
北
会
館
力
公
余
啖
便
Ⅲ
に

･
　
'≫
竹
理
経
費
、
巾
民
交
通
災
害
保

○
岡
崎
市
公
会
堂
条
例
の

　
一
部
改
正

　
流
水
プ
ー
ル
西
隣
り
の
い
ま
ま
で

の
市
民
体
育
館
は
、
七
月
十
日
か
ら

公
会
堂
（
城
北
会
館
）
に
変
わ
り
ま

す
。
（
こ
の
号
の
十
二
ペ
ー
ジ
に
く

険
丿
卯
・
ヘ
ガ
に
川
一
∵
万
り
叫
要
経
叫
々

ビ
■
　
ｃ
-
.
"
.
‐
じ
ト
余
万
円

　
　
（
民
生
費
）
寄
け
翁
に
Ｅ
る
伽
の

圧
政
包
ホ
ｉ
‘
ム
お
よ
ひ
け
几
丿
寮
宍
玉

姚
化
揚
塔
力
駿
＞
ｃ
費
、
総
ぺ
‥
Ｍ
吐
セ

ン
タ
ー
備
岫
購
へ
費
、
保
青
園
遊
‐
ぺ

設
5
c
費
力
'
1
*
■
か
緊
活
保
護
鼎
帯
’
、
力

ぴ
間
憲
問
駄
々
と
．
．
阿
川
ト
叙
万
円

　
　
（
農
林
業
費
）
第
１
次
ａ
ｔ
構
造

改
直
‥
肢
ｔ
に
よ
る
営
農
机
人
‥
農
賤
け
ハ

設
置
肢
ｔ
七
岫
助
我
々
ビ
四
い
‐
ペ
ト
余

ぴ
円

　
　
（
土
木
費
）
国
啼
補
助
肢
沁
飛
力
決

定
に
1
1
　
う
伽
園
町
地
内
特
殊
地
ド
壕

忖
政
代
．
公
馬
町
線
、
公
園
か
ご
ふ

川
地
収
得
費
力
迫
加
を
は
じ
め
寄
付

公
に
よ
る
巾
制
六
卜
-

~
Ｖ
―
記
念
研
削

関
係
所
要
経
費
な
ど
．
憶
四
Ｆ
几
阿

ト
余
万
円

　
　
（
教
育
費
）
小
・
中
学
校
国
庫
負

担
教
材
川
備
品
購
ぺ
費
、
屯
匙
庄
小

学
校
校
仏
‥
増
築
.

■
　
'
.
＊
.
費
、
寄
付
令
に

よ
る
い
人
作
北
小
９
　
校
テ
レ
ビ
購
人
費

を
‥
‘
ｊ
λ
昭
和
斤
卜
．
乍
度
移
動
■
"
1

術
ひ
川
催
経
費
一
几
口
．
．
．
‐
・
市
尺

公
館
．
歌
舞
伎
公
演
・
お
よ
７
学
校

休
育
強
設
ス
ポ
ー
ツ
開
放
運
営
丿
恥

経
費
｛
県
‥
哨
鳥
校
六
校
・
巾
火
小
中

学
院
に
几
校
・
な
ど
所
要
経
代
斤
卜
四

い
‐
卜
余
万
円

　
　
（
災
害
復
旧
費
）
台
風
ぺ
‥
ゲ
カ
余

波
を
受
け
た
人
山
に
よ
る
道
路
・
河

川
．
・
農
応
川
強
駿
冷
力
唯
仙
災
害
削

1
1
1
代
に
か
か
る
ヤ
決
処
分
力
承
認
し

．
．
‐
に
几
卜
余
万
川

　
以
Ｌ
の
歳
出
に
対
し
巾
悦
・
国
県

支
出
令
・
寄
付
貨
・
巾
倣
・
そ
力
他

の
収
人
に
１
つ
て
ま
か
な
っ
て
お
り

圭
十
一
特
別

ふ

ｰ

二
計

　
食
肉
セ
ン
タ
ー
会
計
で
は
、
寄
付

公
に
Ｅ
る
巾
制
地
行
六
卜
…
I
ｒ

＞
.
･
.
記
念

緑
化
工
心
μ
費
、
ド
水
道
会
計
で
は
、

ド
水
処
理
施
設
の
袖
修
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
心
μ
盾
費
を
哺
ぶ
計
Ｌ
し
て
お
り
ま
す

－
’
に
ト
ト
き
ま
つ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
岡
崎
市
消
防
団
員
等
救
慰

わ
し
い
t
　
I
　
a
i
が
ｋ
い
い
て
あ
り
ま
十
ご

Ｏ
岡
崎
市
国
民
健
康
保
険
条

　
例
の
一
部
改
正

　
地
方
脱
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
国

民
健
康
保
険
料
の
改
正
で
賦
課
限
度

額
ト
二
万
円
か
十
五
万
円
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

金
条
例
の
一
部
改
正

　
消
防
団
Ｕ
導
が
公
務
Ｌ
の
災
害
に

よ
り
叱
亡
又
は
負
傷
を
し
た
と
き
に

支
綸
さ
れ
る
救
慰
金
の
額
が
、
死
亡

の
場
人
‥
は
最
高
Ｆ
ご
。
百
万
円
、
負
傷

の
場
〈
‐
は
址
高
六
十
五
万
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

６月市議会だよ､り

開
ｖ
-
t
し
、
会
聞
か
・
ト
八

‐
ま
て
力
卜
．
‐
洲
と

決
定
し
、
ト
．
．
．
な
り
力
．

般
質
間
片
に
よ
る
活
発

な
巾
政
に
対
す
る
質
問

を
け
っ
た
後
、
巾
長
提

出
Ｉ
ト
じ
件
と
議
Ｈ
提

出
．
・
．
件
力
議
案
仝
慎
巾

審
介
刀
Ｌ
町
決
し
閉
会

７
‘
＆
ぷ
゛
‘
｛
｝

請
願
・
陳
情
の

　
　
　
審
査
結
果

採
択
　
▼
人
作
南
小
学
校
咬
仏
‥
川
築

　
▼
本
郷
僑
の
か
け
か
え
に
つ
い
て

　
▼
い
馬
線
延
艮
に
げ
う
通
学
の
安

　
　
令
対
策
に
つ
い
て

保
留
　
▼
不
公
平
税
制
の
址
正
並
び
に
．
．

　
　
兆
円
減
優
等
に
つ
い
て

　
▼
人
型
店
力
進
出
厦
対
に
つ
い
て

一
部
採
択
・
一
部
保
留

　
▼
地
方
財
政
確
立
・
自
主
財
源
強

　
　
化
に
つ
い
て

　
▼
学
血
保
育
に
つ
い
て

　
な
お
、
採
択
さ
れ
た
循
順
陳
情
は
、

議
長
よ
り
巾
長
あ
て
に
推
‥
処
方
を
嬰

望
し
、
提
出
肴
に
通
知
し
ま
し
グ

老
人
医
療
無
料
化
の

　
拡
大
に
関
す
る
意
見
書
等

　
　
　
　
三
件
を
可
決
／
・

　
巾
議
会
は
、
次
の
と
お
り
意
見
眺
‥

を
政
府
拒
ぴ
に
関
係
行
政
庁
に
提
出

す
る
こ
と
を
令
会
．
致
で
議
決
し
た
、

　
　
　
　
記

　
　
包
Ｌ
ぺ
医
療
無
料
化
の
拡
大
に
関

　
す
る
意
見
占

．
．
地
む
財
政
確
立
、
自
ｈ
財
源
強

　
化
に
関
す
る
愚
見
占

．
・
．
地
万
議
□
の
半
数
改
選
制
採
川

　
じ
、
対
に
関
す
る
意
見
書

　
暑
中
見
舞
の

　
　
　
　
廃
止
に
つ
い
て

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
市
議
会
議

Ｈ
一
同
は
、
今
回
改
礼
廃
止
の
意
味

か
ら
、
糾
中
見
舞
を
自
粛
す
る
旨
の

申
し
八
‐
わ
せ
を
い
た
し
ま
し
た
。
市

民
″
介
位
に
お
か
れ
て
は
、
こ
の
趣
旨

を
ご
理
解
の
上
、
な
お
一
屑
の
ご
指

導
を
お
願
い
し
ま
す
。
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岡崎のこん虫誌④

虫送りー
-

-

　
今
の
よ
う
に
科
学
が
発
違
し
て
い

な
か
っ
た
昔
の
農
業
は
、
米
や
野
菜

の
収
‥
皿
も
少
な
く
、
わ
ず
か
な
天
候

不
順
や
病
虫
虫
‥
の
発
生
で
も
不
作
と

な
り
、
そ
の
度
に
多
く
の
人
が
う
え

で
苫
し
ん
だ
。
記
録
に
残
っ
て
い
る

き
き
ん
の
原
因
を
訓
べ
る
と
、
稲
の

害
虫
の
ウ
ン
カ
顛
が
三
割
を
ぶ
め
て

い
る
ｎ

.
(
‐
は
、
害
虫
が
人
発
生
す
る

の
は
陣
の
し
わ
ざ
と
信
じ
ら
れ
。
そ

の
霊
魂
を
静
め
る
た
め
に
祭
り
が
行

わ
れ
た
が
、
今
も
あ
ち
こ
ち
で
吸
っ

て
い
る
。
虫
送
り
″
の
祭
り
-
Ｈ
そ
の

な
ご
り
で
あ
る
。

　
岡
崎
に
は
、
江
。
口
時
代
か
ら
ほ
わ

つ
て
い
る
と
い
う
。
Ⅲ
岫
祭
“
（
図
）

が
六
ッ
笑
地
方
に
残
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
虫
除
け
の
檜
製
の
扁
を
神

輿
に
納
め
て
、
Ｈ
を
順
に
ま
わ
し
て

稲
を
害
虫
か
ら
守
り
豊
年
を
附
る
な

り
で
、
毎
年
じ
月
中
旬
に
行
わ
れ
て

　
哺
剛
扇
ま
つ
り

ｔ
に
劃
邸

１
)一

一

る
。
「
六
ッ
美
峨
土
記
」
に
よ
る

。
。
Ⅲ
喇
祭
“
に
は
「
堤
通
り
手

永
組
一
と
「
山
方
１
　
永
組
」
と
い
う

組
が
あ
っ
て
、
前
者
は
宮
地
か
ら
法

性
寺
に
ま
た
が
る
十
九
部
落
が
順
ま

わ
り
で
こ
の
祭
り
を
受
け
も
ち
、
後

片
は
下
六
ッ
名
か
ら
永
野
に
ま
た
が

る
十
五
部
落
を
順
に
ま
わ
っ
て
祭
り

を
受
け
も
つ
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
ま

た
、
｀
あ
る
人
の
話
に
よ
る
と
、
大
き

な
扇
で
川
碩
の
終
っ
た
水
川
を
あ
お

い
で
、
虫
を
追
い
払
っ
た
こ
と
か
ら

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

尾
張
地
方
に
残
っ
て
い
る
ワ
ラ
人
形

（
さ
ね
も
り
さ
ま
）
を
作
る
虫
送
り
祭

圧等記
と
は
少
し
趣
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。

　
岡
崎
南
部
の
川
…
凶
地
帯
は
、
址
近

で
は
農
地
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
郷
上
の
祭
り
は
、
い
つ

ま
で
も
残
し
て
お
き
た
い
も
の
で
あ

　
岡
崎
地
方
は
、
矢
作
川
が
運
ん
で

き
た
肥
沃
し
た
土
と
豊
商
な
水
に
め

ぐ
ま
れ
。
気
候
も
温
暖
で
、
農
家
の

生
活
も
比
較
的
め
ぐ
ま
れ
て
い
た
た

め
か
、
。
虫
送
り
“
や
。
虫
塚
“
な

ど
に
ま
つ
わ
る
悲
し
い
物
語
は
残
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
岡
崎
巾
文
化
財
保
直
審
議
会
委
Ｈ

　
　
　
　
　
　
大
平
　
仁
夫
　
氏

m

点
ご
と
の
記
入
要
素
が
多
く
、
ま
た

コ
ー
ド
化
し
て
あ
る
た
め
複
雑
で
す
。

毎
日
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
見
る
天
気

図
は
、
‐
本
周
辺
の
も
の
で
、
日
本

式
に
書
き
か
え
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
天
気
図
で
は
、
等
圧
線
は
四
ミ

リ
バ
ー
ル
間
隔
で
引
い
て
あ
り
ま
す
。

次
の
図
は
日
本
式
天
気
図
の
一
例
で

す
。

が
、
こ
の
解
析
に
要
す
る
時

こ
の
時
刻
に
川
に
〈
‐
う
妓
も

い
に
毎
日
の
お
天
気
が
気
が
か
り
で

す
。
　
新
闘
や
テ
レ
ビ
の
天
気
図
を
見
て

も
幾
分
専
門
の
気
象
川
請
が
で
て
ま

い
り
ま
す
が
、
や
は
り
こ
れ
ら
の
言

葉
も
少
し
は
知
っ
て
い
な
い
と
、
気

象
に
つ
い
て
の
正
し
い
川
解
は
で
き

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
こ
れ
か
ら
こ
の
紙

上
に
連
枝
の
か
た
ち
で
気
象
川
語
の

解
説
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

恰
天
気
図

　
天
気
図
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、

ど
の
よ
う
に
し
て
作
成
さ
れ
る
も
の

か
を
簡
単
に
説
明
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
十
。

　
。
定
時
刻
の
広
い
地
域
に
わ
た
る

施
し
た
も
の
を
天
気
図
と
い
い
ま
す
。

　
天
気
図
は
、
天
気
の
変
化
や
そ
の

性
質
を
、
大
気
の
物
理
的
構
造
と
関

係
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
の

気
象
状
態
を
予
測
す
る
殼
も
重
要
な

も
の
で
す
。
天
気
図
に
記
入
さ
れ
る

繩
々
の
気
象
要
素
は
、
正
し
い
気
象

観
測
の
成
果
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
く
、
こ
の
気
象
観
測
も
天
気

図
作
成
作
業
も
、
現
在
で
は
、
各
国

Ｌ
’
Ｅ
｝
Ｓ
・
り
世
界
気
象
機
関
の
技
術
基
準
に

従
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

ｌ

世
界
各
国
恥
・
。
″
り
共
通
の
基
盤
で
、
共

迦
の
基
準
に
従
っ
て
作
業
を
す
る
わ

け
で
す
か
ら
、
気
象
庁
で
作
る
天
気

図
は
、
世
界
中
ど
こ
の
国
へ
持
っ
て

い
っ
て
も
、
直
ち
に
理
解
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
気
象
観
測
は
、
通
常
、
吐
界
標
準

時
（
グ
リ
ニ
ッ
チ
時
間
）
の
三
時
川

ご
と
に
行
い
、
そ
の
成
米
を
お
互
い

に
交
換
し
ま
す
n
交
換
の
だ
法
は
、

国
の
中
枢
（
日
本
で
は
束
京
の
気
象

庁
）
に
国
内
の
資
料
を
染
め
、
そ
の

後
、
外
国
の
中
枢
へ
送
る
と
い
う
方

法
で
す
。

　
天
気
図
に
記
人
す
る
資
料
（
気
象

報
）
の
収
集
峙
問
は
、
日
本
国
内
は

観
測
後
五
分
’
ヽ
’
二
十
五
分
。
し
か
し
、

国
外
の
資
料
を
集
め
る
に
は
約
二
時

間
を
必
要
と
し
ま
す
。
資
料
は
人
定

す
る
と
直
ち
に
コ
ー
ド
化
し
て
所
定

の
大
気
図
用
紙
に
記
入
し
ま
す
。
・

入
が
終
っ
た
ら
予
報
官
が
等
圧
線
一

の
解
析
を
行
い
、
高
気
圧
、
低
気

前
線
等
の
位
置
を
決
め
ま
す
。
こ
う

し
て
、
一
枚
の
天
気
図
が
で
き
あ
が

り
ま
す

川
が
約
三
十
分
。
結
局
、
天
気
図
が

で
き
あ
が
る
の
に
は
、
観
測
を
し
て

か
ら
約
二
時
川
二
十
分
を
必
要
と
し

ま
す
。

　
午
後
七
時
頃
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の

天
気
予
報
の
時
間
に
使
う
天
気
図
は

午
後
三
時
の
も
の
で
す
。
「
も
っ
と

新
し
い
天
気
図
は
だ
せ
な
い
か
。
」
と

い
う
人
が
あ
り
ま
す
が
、
前
述
の
よ

う
に新
し
い
大
気
図
は
、
午
後
三
時
の
も

の
に
な
る
の
で
す
。

　
気
象
庁
で
作
成
す
る
天
気
図
は
、

国
際
式
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
一
地
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岡
崎
市
（
保
母
）
職
員
募
集

か
ｆ
　
昭
和
五
十
二
年
四
月
に
採
川
す
る

峠・･

市政だより　　お７－　昭和51年7 )J 1　日-

串奉小奉如

保
育
職
Ｈ
の
採
川
試
験
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。
ご
希
望
の
か
た
は
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

一
　
学
歴
お
よ
び
基
準

大
７
　
お
よ
び
短
人
の
卒
業
者
ま

二
　
年
齢

　
　
大
学
、
紅
大
と
も
に
昭
和
十
七

　
申
し
込
み
川
紙
を
巾
役
。

課
人
小
係
で
受
領
の
う
え

し
込
み
く
だ
さ
い
。

年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
　
五
　
試
験
日
時
等

た
は
昭
和
五
ト
二
年
三
月
ま
で
に
　
三
　
受
け
付
け
期
間

卒
業
見
込
み
の
者
で
、
ぼ
け
資
格

を
有
す
る
か
ま
た
は
保
母
資
格
取

得
見
込
み
の
女
子

　
　
昭
和
五
十
一
年
七
月
～
日
（
金
）

　
か
ら
七
月
十
七
日
（
土
）
ま
で

四
　
受
験
手
続

昭
和
五
十
一
竿
七
月
二
十
五
日

（
Ｈ
）
　
午
前
九
時

７
　
校

銘
　
　
蚕
　
　
鳶
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楽
し
い
夏
休
み
や
夏
祭
り
の
季
節

を
迎
え
、
子
供
た
ち
の
大
好
き
な
花

火
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
夜

空
を
彩
る
が
ん
共
花
火
も
、
そ
の
収

り
扱
い
を
誤
れ
ば
悲
惨
な
事
故
に
な

り
ま
す
。

　
岡
崎
市
で
は
今
年
に
な
っ
て
が
ん

具
花
火
や
、
子
供
の
火
遊
び
に
よ
り

二
十
三
件
の
火
災
や
小
故
が
発
生
し

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
増
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
次
の
「
正
し
い
花
火
の
遊
び
方
」
を

子
供
に
教
え
て
、
事
故
や
火
災
を
出

さ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

・
花
火
遊
び
は
、
保
護
者
の
目
の
川

　
く
と
こ
ろ
で
し
ま
し
ょ
う
。

・
人
ご
み
や
道
路
、
燃
え
や
す
い
物

　
の
あ
る
と
こ
ろ
で
遊
ば
な
い
よ
う

　
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
注
意
書
、
遊
び
方
な
ど
よ
く
読
ん

　
で
ま
ち
が
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し

よ
｀
つ
り

・
花
火
を
作
り
変
え
た
り
、
ほ
ぐ
し

た
り
け
な

．
一
度
に
た
く
さ
ん
火
を
つ

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
Ｐ
Ｃ
の
お
じ
さ
ん
や
、
先
生
と
い
っ
し
ょ
に
正
し
い

花
火
の
遊
び
方
を
勉
強
す
る
よ
い
子
た
ち
。

・
花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
い
れ
た
り
、

　
ピ
ン
や
筒
の
中
へ
つ
め
て
遊
ば
な

啼c毒-

　
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

・
花
火
に
火
を
つ
け
る
と
き
は
ろ
う

　
火
、
線
香
等
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

・
必
ず
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、
遊
び

　
終
っ
た
花
火
は
水
に
つ
け
、
火
の

　
気
の
な
い
こ
と
を
確
か
め
て
処
分

　
し
ま
し
ょ
う
。

・
火
を
つ
け
た
花
火
が
途
中
で
消
え

　
て
も
の
ぞ
い
た
り
、
于
を
あ
て
た

　
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
打
ち
上
げ
の
筒
物
は
手
に
も
た
な

　
い
よ
う
に
し
、
地
上
に
倒
れ
な
い

　
よ
う
、
ま
っ
す
ぐ
に
立
て
て
、
火

　
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
振
っ
て
み
て
。
コ
ロ
コ
ロ
と
嗇
の

　
す
る
物
や
、
変
形
し
た
も
の
、
こ

　
わ
れ
た
も
の
は
危
険
で
す
か
ら
、

　
火
を
つ
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー
等
を
子
供
の

手
の
届
く
と
こ
ろ
に
、
置
か
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
消
防
本
部
で
は
期
間
中
「
正
し
い

花
火
の
遊
び
方
」
普
及
の
た
め
、
実

習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
学
校
、

保
育
園
。
地
区
単
位
等
で
希
望
さ
れ

る
場
八
‐
は
、
消
防
本
部
予
防
課
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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テ関
レ係

こミ

　
災
害
は
、
い
つ
な
ん
ど
き
あ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら
万
一

の
場
八
‥
に
備
え
て
、
防
災
関
係
の
テ

レ
ビ
を
見
ま
し
ょ
う
。

　
☆
く
ら
し
の
中
の
防
災

　
束
海
テ
レ
ビ
・
毎
週
日
曜
日
・
午

前
八
時
二
十
五
分
～
八
時
三
十
分

７
月
４
日
＝
地
震
に
備
え
て
、
落
下

　
　
　
　
　
物
に
注
意

７
月
1
1
日
＝
デ
マ
が
デ
マ
を
呼
ぶ

７
月
1
8
日
＝
避
難
は
徒
歩
で

７
月
2
5
日
＝
が
ス
爆
発
を
防
ぐ

　
☆
防
災
ミ
二
百
科

　
中
京
テ
レ
ビ
・
毎
週
木
曜
日
・
午

前
十
時
五
十
五
分
～
十
一
時

７
月
１
日
＝
わ
が
家
の
防
災
対
策

７
月
８
日
―
非
常
持
ち
出
し
品
を
点

　
　
　
　
　
検
し
よ
う

７
月
1
5
日
＝
応
急
手
当
①
気
道
確
保

７
月
９
一
日
―
応
急
手
当
②
人
工
呼
吸

７
月
2
9
日
＝
応
急
手
当
③
止
血
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市
民
大
学
は
み
ん
な
の
大
学
で

す
。
市
制
六
十
周
年
、
家
康
公
三

愛
の
あ
る
人
咀

劇
作
家
　
田
中
　
澄
江
氏

町
六
十
年
祭
の
こ
と
し
は
、
岡
崎
　
　
●
特
別
講
座
1
1
月
７
日
（
‐
）

や
家
康
公
に
ゅ
か
り
の
講
師
を
は

じ
め
、
各
回
に
著
々
り
話
題
の
か
た

が
た
を
お
迎
え
し
て
次
の
要

領
で
開
講
し
ま
す
。
誘
い
八
‐

わ
せ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
賢

一
テ
ー
マ
と
講
師

０
７
月
1
1
日
（
目
）

　
徳
川
家
康
の
人
間
管
理

　
　
作
家
　
南
條
　
範
夫
氏

＠
７
月
2
5
日
（
日
）

　
人
間
た
ち
の
魅
力

　
　
作
家
　
城
山
　
三
郎
氏

＠
８
月
８
日
（
Ｈ
）

　
中
国
の
印
象

　
学
術
文
化
訪
中
使
節
川
々
ロ

　
尼
束
大
学
長
茅
　
誠
司
氏

０
８
月
2
9
日
（
日
）

　
母
国
語
の
発
見

　
上
Ｗ
大
学
教
授

　
　
　
　
　
渡
部
　
昇
一
氏

＠
９
月
1
2
日
（
日
）

　
分
于
の
科
学

　
　
分
子
科
学
研
究
所
教
授

　
　
　
　
　
井
口
　
洋
夫
氏

＠
９
月
2
6
日
（
日
）

第３回岡崎市民大学へどうぞ

　

家
康
公
三
百
六
十
叫
祭
に

あ
た
り
　
山
岡
　
荘
八
氏

　
一
会
場
Ｌ
岡
崎
勤
労
会

　
　
館

　
一
開
講
時
間
＝
午
前
九

　
　
時
三
十
分
受
け
付
け

　
　
開
始
、
十
時
開
戚
、

　
十
二
時
終
了

一
会
費
ｐ
千
円
（
講
座

　
ノ
ー
ト
。
資
料
冷
の

　
実
費
）
※
一
講
座
ご

　
と
の
受
け
付
け
は
い

　
た
し
ま
せ
ん
。

市制施行60周年・家康公360年祭記念
　

－・－・－－一一－－こー－一一４

一
申
し
込
み
ｎ
＝
七
日
‥
十
目
ま
で

　
に
、
岡
崎
市
教
育
委
‥
‥
ハ
会
事

　
務
Ｑ
市
民
人
学
係
（
電
二
三

　
ｌ
・
六
四
二
九
、
六
三
二
三
）

　
へ
咆
接
、
ま
た
は
電
話
で
巾

　
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
た
だ

　
し
定
貝
七
百
人
に
な
り
次
第

　
し
め
切
り
ま
す
。

※
も
よ
り
の
巾
内
小
中
学
校
に
も
申

　
し
込
み
沁
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

一
主
催
－
岡
崎
市
民
人
学
運
営
委
貝

　
会
・
岡
崎
市
・
岡
崎
市
教
育
委
貝
会

一市制施行-

60周年記念

市
制
施
行
六
十
周
年
・
家
康
公
三
百
六
十
年
祭
記
念

岡
崎
竜
城
　
第
四
回
教
育
文
化
賞

團
Ｕ
バ
鴎
月
惣
門

　
岡
崎
竜
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

雌
金
に
よ
る
「
教
育
文
化
賞
一
は
第

四
回
を
迎
え
ま
し
た
。
本
年
は
巾
制

六
十
冊
年
・
家
康
公
三
百
六
ト
年
な

の
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
、
一
叫
意

義
深
い
も
の
に
し
よ
う
と
準
備
し
て

い
ま
す
。

　
　
「
教
育
文
化
賞
一
は
、
本
巾
の
教

育
文
化
振
囃
ハ
に
資
す
る
た
め
制
定
さ

れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
趣
旨
に
従
い

次
の
要
領
に
よ
り
、
受
賞
候
補
者
の

申
請
お
よ
び
推
せ
ん
を
受
け
付
け
ま

す
。
巾
民
の
み
な
さ
ん
の
賛
川
、
協

力
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

「
趣
旨
」

　
岡
崎
市
の
教
育
文
化
振
肌
ハ
に
寄
与

す
る
佃
人
、
ま
た
は
団
体
の
す
ぐ
れ

た
業
績
や
、
塊
に
続
け
て
い
る
研
究

に
「
教
育
文
化
賞
」
を
贈
り
、
顕
杉

・
助
成
を
行
う
。

【
選
考
方
法
】

　
本
人
、
団
体
か
ら
の
巾
詰
、
ま
た

は
閔
係
機
関
の
推
せ
ん
を
受
け
、
選

考
委
貝
が
選
定
す
る
。

　
【
表
彰
】

　
受
賞
者
（
数
件
）
発
表
は
十
一
月

ト
八
定
。
賞
状
の
ほ
か
に
、
教
育
文
化
奨

励
賞
を
噌
る
。

　
「
申
請
・
推
せ
ん
要
領
」

○
所
定
の
川
紙
に
所
要
事
項
お
よ
び

　
業
績
内
容
の
慨
略
を
記
入
し
、
必

　
要
な
資
料
が
あ
れ
ば
三
点
以
内
に

　
限
っ
て
添
付
す
る
。

○
川
紙
は
小
・
中
学
校
ま
た
は
市
教

　
委
に
あ
り
ま
す
。

○
締
め
切
り
・
：
九
月
二
十
五
口
（
土
）

○
連
絡
お
よ
び
送
り
先
・
：
岡
崎
市
教

　
介
委
員
会
学
校
教
育
課
　
教
育
文

　
化
賞
批
当
（
電
二
三
丿
六
四
三
九
）

夏
ま
つ
り
観
光
花
火
大
会

　
　
　
　
観
覧
用
さ
敷
受
け
付
け

受
け
付
け
場
所
　
市
役
所
内
岡
崎
市

　
観
光
協
会
「
電
二
三
―
六
二
一
」
）

受
け
付
け
期
間
　
七
月
十
八
日
（
日
）

　
～
―
十
四
日
（
土
）
　
受
け
付
け

　
第
一
‐
（
七
Ｕ
十
八
日
）
は
午
前

　
中
と
し
、
朝
六
時
か
ら
受
け
付
け

　
番
廿
叱
を
渡
し
、
八
時
三
十
分
か

　
ら
受
け
付
け
番
号
順
に
受
け
付
け

　
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
受
け
付

　
け
期
川
中
と
い
え
ど
も
、
架
設
桝

　
数
に
達
し
た
と
き
は
。
受
け
付
け

　
を
打
ち
切
り
ま
す
。

さ
敷
協
賛
金
　
一
桝
　
八
千
五
百
円

照
明
電
灯
　
一
灯
　
千
七
百
円

受
け
付
け
桝
数
　
一
人
　
二
桝
ま
で

　
花
火
大
会
開
催
‐
八
Ｕ
七
‐
（
土
）

雨
人
ま
た
は
増
水
の
場
〈
‐
は
、
日
延

べ
し
ま
す
。

市
政
施
行
六
十
周
年
記
念
映
画

ご利用ください

市政映画

「
緑
と
太
陽
と
清
流
と
」
が
完
成

　
巾
制
六
十
周
年
を
記
念
し
て
、
市
政
映
画
「
緑
と
太
陽
と

清
流
と
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
ト
〕
月
二
日
か
ら
フ
ィ
ル
ム
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
是
非
ご
利
川
く
だ
さ
い
。
（
上
映
時
間
二
十
五
分
）

　
申
し
込
み
は
、
教
育
委
Ｕ
会
規
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
電

五
一
－
六
ヒ
ー
一
）
へ
。

「
む
か
し
と
い
ま
」
写
真
展

家
康
公
三
百
六
十
年
祭
記
念
写
真
展

ｇ
よ
乱
「
ご
貿
」
挑
翼
嚢
且
び
ヰ
４

Ｕ

｜

期
日
場
所
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◇７月の商工相談ご案内◇

　商工業者のみなさんの経営上の諸問越を解

消していただくため、次のとおりa･f'Rtll談に

応じておりますので、どうぞお気軽にご利用

ください。

　岡　　崎　　市

巡回商工相談

市政だより お　か　ざ　き

相談名 担　　　　　当 日　　　　時 場　　　　　　　　所

税　務 m崎税理士会所属税理士 毎11 第2 木HA! 日I 1 隋,li民相談室■ ',1£2 3 ― 6 -1 9 2

経　営 ･同ヽkm回目出臍ぱ
（7 11は8 日です）
　午後１吽- -1時 巡川または3 階商工課. -,＼i2:i－62l2

金　融 商　工　諜　職　Ｕ

毎　u （休日を除り

午前８時30分～午後５時
　（:1.-曜日は正午まで）

3 階商工課・世2 3 －6 2 I 5

岡崎商工会議所

相談名 担　　　　　　　　当 日　　　　　　　　　　時　　場　所

税　務 槐哩士林明良.遠山英雄､太田賢太郎 引i、13 [i. 20日. 27LI　徊勧lO時～午後-＼時

２階会我室

心21一6161

法　律 弁護士内　　Ⅲ　　慶　　次 5 Fl、19日　各午前io峙　～　午後4時

金　融 会議所、中小公庫、晰x.中金各磯貝 常時。たtsし、中小公川は9 11. 曲r.甲忿は231,1 er）各'r･的iot吻－'I･^妾3 It.'t

発　明 弁理_L佐伯一郎、大矢飢和夫 ２日, 16 IJ　各午後１時　～　５時

商店催営 中小企業診断上111　辺　征　巾 19日　　　　　午後１時～　５時

労　務 本所相談所艮牧　野　修　之 ３日- 17日　各午前9時～正'I-

下請斡旋 愛知県下請介業振興協会 10日　　　　　'f-前10時　～　乍後４時ｌ

愛知県西三河労政事務所（岡崎市朝日町３丁目36)

糾談名 担　　　　　当 日　　　　時 場　　　　　　　　所

一

労　務 愛知県西三河労政勝務所職貝
晦日（f木Uを除く）
'r前9ii.if~'i-筏5時
I.|曜|はr･隋零時3(]分まで

愛til 県西.".河労政'ft務所少務相談室
　　　　（川掬身動ヴﾀ会館内）
　　　　電2 2 －1 ■]6 3

愛知県中小企彙センター（f.占峨巾中村＼<堀内町x一31 ・電〈052〉561－4121 .

相　　酸　　名 批　　　　当 担当Wi!日 峙　　　　間　ｉ相談富(内線'.It話)

経　営　・　金　融 IT ,。≪ 1;河本憲 毎辿火・木 午前10時～午後４時 第1相談室（2 5 3)

法　　　　　　　律 弁直上佐治良三 水 午後１時～午後４峙 第2相談宇（2 5 4)

財　務　全　般 税理上坂部心造 火，水 乍liiJlO時～午後４時 第:i相談室（2 5 5 )

工　業　所　有　権 弁理士町川　－ 月・金 午前10時～午後４峙 弟4相淡室（2 5 6)

f*･片企●4・Flfi収･i|のHi･介
ぅ&:μ＼vjli ・紀I顧ーの*m涙

指導課相談係職員 毎　　日 午IJij9時～乍後５時 桁導課(228）

愛知県中小企彙労働相談所

相破名 ^n　　　　　　　　　当 担当峨11 峙　間 場　　所

労働法就業規m 元公労委嘔務局名古屋支局沃川松雄三 i-i

']'-後１時

　Ｓ

乍後４時

愛知県中小企業

セ　ン　タ　ー

６　　　　陪

　(似吋叫1r)

t(05U

1－1618

教育訓練人間関係 愛知教育大学名誉教授堀内安男 火

企業内モラール
労　働　柚　祉

愛知工業大学助教授足木圭蔵 水

労働法全般 すみれ女子短刈大学教授実野利久 木

労　使　関　係 元地方労働委貝会委貝石'U　賢 木

青少年質金関係 元愛知県労働部艮及部　巷 金

季節労務関係 元愛知県事務所艮鈴木新一 月～金

※ご相談は前もって電話でご連絡ください。なお、相談料は無料です。
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ゴ

ミ

へ

可

燃

物

心

の

I,'｀.ﾏ一
ジー..

一
　
燃
え
る
ゴ
ミ
（
町
燃
物
）
は
、

　
次
の
も
の
で
す
。

　
　
ヽ
‐
．
ｒ
・
　
Ｊ
－
ｌ
　
ｆ
…
・
　
、
ｌ
χ

　
◇
＾
-
:
'
Ｅ
:
カ
、
ｉ
ｄ
日
る
旧
よ
菜
く
Ｉ
　
￥

　
　
飯
、
紙
く
ず
、
私
く
ず
、
発
泡

　
　
ス
チ
ロ
ー
ル
、
皮
革
飢
等

。
。
ゴ
ミ
の
水
分
は
、
よ
く
切
っ
て

　
く
だ
さ
い
。

　
◇
残
飯
、
野
菜
く
す
、
米
物
等
は

　
　
水
分
を
よ
く
切
る
と
、
焼
却
す

　
　
る
燃
料
が
節
減
で
き
、
ま
た
、

　
　
夏
間
に
多
い
悪
央
の
汚
水
も
減

　
　
少
し
ま
す
。

三
　
農
家
な
ど
で
は
、
土
地
還
。
几
で

　
き
る
植
物
性
の
ゴ
ミ
は
、
ｈ
中
に

　
川
め
て
肥
料
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
◇
最
近
、
農
家
で
野
菜
な
ど
の
畑

　
　
作
物
の
不
良
‥
川
を
、
多
吊
に
ゴ

　
　
ミ
と
し
て
排
出
さ
れ
る
か
た
か

　
　
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
も
の

　
　
は
、
…
…
…
畑
に
埋
め
肥
料
に
し
ま

四
　
ゴ
ミ
は
必
ず
消
潔
な
袋
処
理
で

　
◇
ゴ
ミ
は
ボ
リ
袋
に
入
れ
、
片
手

　
　
で
持
て
る
大
き
さ
、
巫
さ
に
ま

　
　
と
め
、
袋
の
口
を
し
ば
っ
て
出

　
　
し
て
く
だ
さ
い
。

五
　
ポ
リ
バ
ヶ
ツ
で
の
持
ち
出
し
は

　
や
め
て
く
だ
さ
い
。

　
◇
ポ
リ
バ
ヶ
ツ
は
、
家
の
中
（
屋

　
　
敷
内
）
で
使
川
し
、
ゴ
ミ
を
直

　
　
接
ポ
リ
バ
ケ
ツ
に
入
れ
な
い
で

　
　
必
ず
ポ
リ
袋
に
入
れ
、
収
集
日

　
に
ホ
リ
袋
だ
け
を
持
ら
出
十
よ

　
う
に
す
れ
ば
、
容
Ｓ
の
破
損
の

　
心
配
ら
解
消
し
ま
す
．

　
次
の
人
き
な
燃
え
る
ゴ
ミ
は
、

必
ず
乍
．
．
川
収
叱
し
て
い
る
机
大

ゴ
ミ
収
叱
‐
（
巾
政
だ
よ
り
化
械

の
指
定
‐
）
に
出
し
て
く
だ
さ
い

◇
家
‐
ぺ
類
、
建
‐
ぺ
類
、
寝
‐
ぺ
耀
、

◇
占
新
聞
、
雄
誌
頌
、
ダ
ン
ホ
ー

　
４
、
衣
服
類
（
・
一
れ
ら
の
む
力

　
は
、
ひ
も
で
し
し
か
り
し
ば
っ

　
て
出
し
て
く
だ
さ
い
）

夏期ゴミ処理に

　　　ご協力を

" ・

岡
崎
市
衛
生
セ
ン
タ
ー

Ｆ
″
ｔ
．
．
．
ｈ
ぢ
．
．
六
・

　
燃
え
な
い
ゴ
ミ
（
不
燃
物
）
は

次
の
も
の
で
す
．

◇
空
か
ん
類
、
び
ん
類
、
ガ
ラ
ス
、

　
陶
器
な
ど

一
　
燃
え
な
い
ゴ
ミ
（
不
燃
物
）
の

　
人
れ
な
い
で
く
だ
さ
リ

・
．
空
か
ん
、
７
ん
鰍
は
ま
と
め
て

　
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い

　
◇
空
か
ん
、
び
ん
類
は
、
中
味
を

　
　
か
ら
に
し
て
、
危
険
の
な
い
よ

　
　
う
ま
と
め
て
袋
に
へ
れ
て
く
だ

　
　
さ
い
．

　
◇
ダ
ワ
又
の
破
片
は
、
小
さ
く
砕

　
　
い
て
袋
に
勺
め
、
敞
乱
し
な
い

　
　
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
．

　
◇
ぬ
い
針
、
カ
ミ
ソ
リ
刃
は
．
１

　
　
か
ん
に
つ
め
、
危
険
の
な
い
よ

　
　
う
袋
に
へ
れ
て
出
し
て
／
’
χ
だ
さ

　
　
一

四
　
次
の
人
き
な
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は

　
必
ず
机
大
ゴ
ミ
収
集
‐
に
出
し
、

　
週
一
川
の
不
燃
物
収
駆
‐
に
は
、

　
絶
対
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
．

　
◇
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
な
ど
電
気
製

　
　
品
、
そ
の
他
大
き
な
金
属
製
品

　
嘔
業
活
動
に
よ
る
ゴ
ミ

◇
喫
茶
店
、
食
堂
．
事
務
所
、
商

　
店
、
工
場
な
ど

　
業
者
請
負
の
ゴ
ミ

◇
家
の
改
築
、
膜
様
替
え
、
建
具
、

　
タ
タ
ミ
の
入
れ
替
え
、
庭
木
の

　
せ
ん
て
い
な
ど

中
へ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
ゴ
ム
　
三
　
一
時
多
最
の
ゴ
ミ

製
品
、
革
製
品
等
燃
え
る
も
の
を

　
　
　
　
　
　
●

◇
引
越
し
ゴ
ミ
、
庭
本
の
せ
ん
て

無
臭
便

　
　
し

―
に
つ
い
て

　
無
Ｚ
＜
'
＾
所
て
の
、
明
槽
内
の
み
の
く
み
収
り
は
、
定
額
制
で
す
．

　
た
だ
し
、
縦
バ
　
プ
、
横
パ
イ
プ
お
よ
び
明
暗
内
の
し
尿
も
八
‐
わ
せ
て

く
み
収
る
場
八
‐
は
従
量
制
で
す

▽
従
‥
川
制
の
く
み
収
り
料
金
は
、
し
尿
三
ト
六
リ
ヴ
ト
ル
に
つ
き

‥
り
。
で
す

無
臭
便
所
の
使
用
に
つ
い
て

　
閥
の
よ
う
に
当
初
成
パ
イ
プ
を
満

水
ぶ
‐
通
バ
ヶ
ツ
約
い
几
杯
分
〈
に
几
十

リ
″
ト
ル
ご
に
し
て
く
だ
さ
い
。
汚

物
が
こ
の
中
に
・
べ
り
ま
す
と
、
ド
ロ

ド
ロ
に
溶
解
さ
れ
自
然
に
便
哨
内
に

流
出
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
水
が
不

址
し
ま
す
と
、
こ
の
は
た
ら
き
が
十

分
で
は
な
く
、
か
た
ま
ン

こ
り
ま
す
か
ら
便
槽
内
に
流
出
し
ま

せ
ん
、従
量
制
の
し
尿
く
み
取
り
量
の
見
方

　
従
址
制
該
当
世
帯
等
で
、
し
尿
の

く
み
収
り
址
を
不
審
に
思
わ
れ
る
か

た
は
、
し
尿
収
集
自
動
車
の
後
ろ
の

表
示
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
し
尿
収
集
自
動
車
に
よ
っ
て
Ｉ
目

も
り
十
八
リ
ッ
ト
ル
と
三
十
六
リ
ッ

ト
ル
が
あ
り
ま
す
。

1｡8}μ
　1

1.710/

・
１
Ｌ
・

ｒ
ｊ
１

横パイプ
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い
ゴ
ミ
な
ど
臨
時
に
発
生
す
る

多
址
の
ゴ
ミ

臨
時
、
ま
た
は
多
‥
皿
に
出
る
ゴ

、
、
、
ま

次
の
場
所
へ
自
１
１
‥
に
｝
搬
入
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
燃
え
る
ゴ
ミ
↓
八
帖
町
衛
生
セ

　
ン
タ
ー
（
電
二
二
－
五
四
三
六

◇
燃
え
な
い
ゴ
ミ
↓
米
河
内
町
不

燃
物
埋
立
地
（
電
四

じ
じ
）

丘
-

◇
ド
ラ
ム
か
ん
（
不
燃
物
人
れ
物
）

　
が
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
レ
］
、

　
収
集
‐
以
外
に
持
ち
出
さ
れ
、

　
常
に
不
清
潔
な
状
態
と
な
り
、

　
不
法
投
棄
の
場
所
に
な
る
原
因

　
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
収
'
･
･
■
･
/

"
*

　
業
‥
以
の
腰
痛
等
公
務
災
害
事
故

　
も
多
発
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

　
ド
ラ
ム
か
ん
の
廃
止
に
ご
協
力

　
く
だ
さ
い
■
^

の
不
法
投
棄
を

し
よ
ヽ
つ

◇
人
だ
り
に
ゴ
ミ
等

を
｝
蛉
川
て
る
と

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
婦
に
関

　
す
る
法
障
に
よ
り
此
万
円
以
下

　
の
刈
命
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

◇
土
地
の
所
有
者
は
、
不
法
投
棄

　
さ
れ
な
い
よ
う
清
潔
に
し
、
立

　
札
、
柵
な
ど
の
不
法
投
棄
防
止

　
り
策
を
講
じ
。
常
に
土
地
の
竹

　
川
を
し
て
く
だ
さ
い
、

◇
み
な
さ
ん
の
協
力
で
鵬
脱
し
て

　
い
た
だ
き
、
不
法
投
棄
を
見
つ

　
け
た
と
き
は
、
‐
時
、
場
所
、

　
投
棄
物
、
収
両
ナ
ン
バ
ー
、
嘔

　
腫
な
ど
、
近
く
の
警
察
署
ま
た

　
は
岡
崎
市
衛
生
セ
ン
タ
ー
へ
連

　
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｓ
ｊ ^ 7月後期の粗大ごみ収集こ= 匹ｇ

　各町内できめられた机大ごみ持ち寄り場所へ、収

集日の午前8 ll.'f30分までに持ち出してください。●

　なお、古新聞・雑誌類・衣服類も、ヒモでしっか

ばって持ち出してください。

　程表　　　　（衛生センター・･.l£22 －5436 ）

し
日
ｊ

Jl　日 曜 収渠実施町　名

7 月ie日 金 錦町．葵町、柿|ll、広幡

７月17日 上 ユニチカ地区

7 月＼9ロ 月 井m西、n-n】新．片川南

7 )■]20日 火 上和m団地, l-.flil凪宮地n-内
７月21日 水 法性寺、牧御堂、赤渋中之糾

７月22 H 木 士.井、下和川、叫畑、坂左右

7 月23 日 金 在家、下青野‥K青叫

７月24日 土 本郷

7 月26 口 月 高橋．上介歓木、下合歓木柚拍

7 月27H 火 ｣･.三ッ木、下三ッ木、安藤、上側

7 )i28日 水 中島八幡､新町､中島本町.境町後屋敷

7 月29 日 木 正f.、定国、中村、国正

７月30日 金 対屋、西八、仲町、玉川

７月31口 土 柚岡市場

動
を
行
い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん

の
温
か
い
理
解
と
協
力
を
お
噸
い
し

ま
す
。
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

岡
崎
市
尖
施
委
員
会

施設の子どもたちと

　　キャンプをする青年たち

桑
各
匹
ギ
疸
㈹
ぎ
プ
場
」
開
設

　
観
光
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の

　
　
　

１
環
と
し
て
、
桑
谷
山
系
遊
歩
道
沿

ｌ
Ｖ
に

衰
谷
キ
ャ
ン
プ
場
が
次
の
ｔ

う
に
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。
自
然

林
そ
の
ま
ま
の
す
ば
ら
し
い
桑
谷
キ

ャ
ン
プ
場
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い

開
設
期
間
　
七
月
二
十
日
～
八
Ｕ
三

　
十
一
‐

収
容
人
員
　
五
人
川
七
十
張

所
在
地
　
桑
谷
町
地
内

交
通
　
桑
谷
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
で
十

　
五
分

料
金
　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
ン
ト
、

　
毛
布
、
飯
ご
う
な
ど
す
べ
て
捧
自

　
持
参
の
こ
と
）

申
し
込
み
先
　
厚
生
経
済
部
商
工
課

　
観
光
係
（
電
二
三
１
六
．

　
六
ミ
に

そ
の
他
　
駐
屯
場
設
㈲
有

ｉ
’

案

内

図

絆謎．

y　　Ill'l

%

N
ノ
ゝ
ん
」　八りr-m刈地

必谷山荘
/ ゝ

七
月
は
『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』
月
間
で
す

　
第
一
．
ト
六
回
を
迎
え
た
こ
の
迦
動
　
係
機
関
、
団
体
を
結
集
し
て
「
社
会

は
、
犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
　
を
明
る
く
す
る
運
動
」
岡
崎
市
尖
施

た
ち
の
更
生
を
図
る
た
め
、
市
民
の
　
　
委
Ｕ
会
を
つ
く
り
、
次
代
を
に
な
う

か
た
が
た
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
　
　
青
少
年
の
非
行
を
防
止
し
、
明
る
い

い
て
力
を
八
‐
わ
せ
、
明
る
い
杜
会
を
　
社
会
を
築
く
た
め
、
市
民
参
加
の
運

築
こ
う
と
す
る
運
動
で
、
七
月
中
全

国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
の
爪
点
目
標
は
、
「
肖
少
年

の
非
行
防
止
活
動
の
推
進
」
で
す
。

　
こ
の
運
動
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る

よ
う

岡
崎
市
に
お
い
て
も
、
関

１
１
く
く
く
く
ｇ
く
4
4
1
4
4
1
4
『
‘
１
‐
”
‐
‘
‐
‐
’
‐
‐
‐

市
制
施
行
六
十
周
年
記
念
自
衛
隊
音
楽
パ
レ
ー
ド
と

　
　
体
育
館
竣
工
記
念
演
奏
会
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Ｌ

用
く
だ
さ
い

城
北
会
館
オ
ー
プ
ン

　
今
ま
で
ご
刊
川
い
た
だ
き
ま
し
た
流
水
プ
ー
ル
叫
の
巾
民
体
育
館
は
、
七

月
一
‐
オ
ー
ブ
ン
の
新
し
い
体
育
館
の
新
設
に
伴
い
廃
止
と
な
り
、
引
き
続

き
城
北
会
館
と
し
て
七
月
十
日
開
館
の
迦
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
広
く
み
な
さ
ん
の
公
会
堂
と
し
て
ご
利
川
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

場
所
　
康
生
迦
四
川
丁
目
七
。
　
　
　
定
員
　
五
百
欠
‥

使
用
料

■a

-¬嘩

千

円

j丿

古

乍

前

雌

λ-

　-･　ｌ　ト

，丁M_ メ

　lづ

･千

社
T-
四
r-i"
川

|lt

時,
1?

　､ﾘ

汝

川

'U

量

　|'l y9

l　PI　に

電

収

付

属

設

備

使

川

料

Ｔ
ｇ
ｒ

[I 巾
.!

「

fl
ヤに

利
用
の
申
し
込
み
　
利
川
許
可
巾
詰
書
を
総
務
部
竹
財
課
財
産
係
（
竃

　
－
六
〇
五
七
）
へ
提
出
、
許
可
を
得
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　
設
　
備

電

源

拡

声

賤

暖

房

器

演

台

椅

r･

－
折
り
た
た
み
人－

会

議

川

机
－
折
り
た
た
み
式－

品

名

十

個 台　台 佃

五

白i

脚

ド
^c

fl ....

-－
図

-

内し塞

'卜

酉
／　　　　｜
ﾚ

ヅ

ト
臨
幽

"。・．ｊ｀。二J・ゝ，ヘメ・

国
民
年
金
受
給
者
は

住
所
を
変
更
し
た
ら
届
出
を

　
　
　

　
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
住
所

　
　
　

を
変
更
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
住

　
　
　

所
変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　

　
も
し
、
こ
の
川
が
遅
れ
ま
す
と
、
　
　
　

銀
行
‐
座
へ
の
年
金
振
込
通
知
や
、

　
　
　

郵
便
局
へ
の
支
払
通
知
が
、
全
部
　
　

旧
住
所
あ
て
に
送
ら
れ
ま
す
し
、
　
　
　

毎
年
。
川
提
出
す
る
現
況
届
の
川

　
　
　

紙
の
送
り
先
な
ど
も
同
様
に
な
り
　
　

ま
す
の
で
、
受
給
者
は
た
い
へ
ん
一

困
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　
　
　

　
　
　

　
年
令
を
正
し
く
受
け
る
た
め
、
　
　

住
所
を
変
史
し
た
と
き
は
、
す
み
　
　
　

や
か
に
住
所
変
更
届
を
提
出
し
ま

　
　
　

し
ょ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

４
ミ

万
一
．
‐
に
り
！
ｊ
一
　
　
’
｀

　
ご
　
　
　
／

ノゝ^ゝ

し

国
保
の
異
動
届
出
は
十
四
日
以
内
に

　
国
保
の
被
保
険
者
資
格
の
異
動
に

閔
す
る
届
出
は
、
十
四
日
以
内
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
法
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
川
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
保
険
料
の

計
算
や
、
医
療
賞
等
の
支
給
に
つ
い

て
、
い
ろ
い
ろ
問
題
が
起
き
ま
す
の

で
、
国
保
の
資
格
取
得
（
社
会
保
険

離
脱
、
転
人
、
出
生
）
喪
失
（
社
会

保
険
加
入
、
転
出
、
死
亡
）
等
災
動

: '':／.' l

よ●（むし々忿

こ．.ic "ll．,":

．･･．･－．~ｋａ－

く
．
f
4
1
1
！
Ｉ
・
く
″
、
一
Ｉ
ｉ
く
Ｉ
、
l
≪
J
>
-
"

'
l
-
l
*
^
'

繁
疾
ど
ぱ

　
　
「
市
政
だ
よ
り
お
か
ぎ
き
」
六
‥
月

ト
五
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ

ヽ
つ

七
月
一
日
か
ら
受
綸
者
証
が

史
新
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
新
し
い

受
給
者
証
を
六
月
二
十
五
日
に
発
送

し
ま
し
た
。

　
ま
だ
新
し
い
受
給
者
証
が
届
か
な

い
か
た
は
、
市
の
杜
会
課
医
療
助
成

係
（
電
二
三
－
六
一
四
八
）
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

　
今
年
満
七
十
歳
に
な
る
か
た
へ

　
（
明
治
三
十
九
年
七
月
以
降

　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
ま
れ
）

　
　
満
七
十
歳
に
な
る
前
月
に
巾
請

　
の
し
か
た
に
つ
い
て
、
ハ
ガ
キ
で

　
迦
知
い
た
し
ま
す
の
で
。
申
請
を

　
し
て
く
だ
さ
い
。

。
一
　
満
七
十
歳
に
な
る
月
の
初
日
か

　
ら
受
給
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

三
　
社
会
保
険
等
の
被
保
険
者
の
か

　
た
は
、
保
険
で
全
額
負
担
に
な
り

　
ま
す
か
ら
、
巾
詰
の
必
要
は
あ
り

●

の
届
出
は
、
必
ず
十
四
口
以
内
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
勤
め
を
や
め
て
社
会
保
険

か
ら
新
規
に
国
保
へ
加
入
さ
れ
る
か

た
は
、
事
業
所
等
で
杜
保
離
脱
証
明

沓
を
い
た
だ
い
て
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
　
く
わ
し
く
は
、
厚
生
継
済
部
保
健

課
国
保
係
（
電
二
三
一
六
一
六
七
）

へ
お
‥
り
ね
く
だ
さ
い
。

ｙ
　
－
Ｉ
！
　
Ｉ
１

Ｍ
Ｃ
'
i
J
i
＾
Ｏ
Ｏ
｡
'
＾
:
)
f
;
Ａ
<

啖
翔

匈痢

　
ま
せ
ん
。

四
　
巾
請
を
さ
れ
な
い
と
受
給
者
証

　
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
該
当

　
の
か
た
は
、
早
め
に
于
続
を
市
の

　
吐
会
課
ま
た
は
最
寄
り
の
支
所
で

　
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

五
　
六
十
五
歳
以
上
の
か
た
で
、
在

　
宅
で
ね
た
き
り
の
た
め
常
時
介
護

　
人
を
必
要
と
す
る
か
た
も
同
じ
扱

　
い
を
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ

Ｉ
ａ
’

-
＞

/ ゝ

(- --)日

巾
請
に
必
要
な
も
の

　
印
か
ん

　
保
険
証

削
　
市
外
か
ら
転
入
の
か
た
は
、

く　
本
人
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務

　
者
の
前
年
の
所
得
証
明
を
ご

　
持
参
く
だ
さ
い
。

　
　
（
昭
和
五
十
一
年
一
‥
月
一
日

　
塊
在
住
ん
で
い
た
所
の
市
町

　
村
役
場
で
証
明
し
て
く
れ
ま

　
す
）
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一
　
十
六
ミ
リ
映
写
機
技
術
者
養
成
講
習
会

●>≪気l'^ ●>S
●v%¶

開
催
日
　
し
月
三
十
一
目
（
土
）
、

　
八
‐
‥
．
日
（
目
）
の
二
日
間

会
場
　
岡
崎
市
働
く
婦
人
会
館
（
伊

　
貿
新
町
）

主
催
　
愛
知
県
教
介
委
‥
は
会
、
岡
崎

　
市
教
育
委
口
会

　
知
識
、
ス
ー
ル
ム
操
作
、
教
訂
的

　
利
川
等
の
知
識
、
映
町
機
操
作
、

　
学
科
お
よ
び
実
技
試
験

対
象
者
　
巾
内
に
居
眠
ま
た
は
勤
務

　
す
る
満
十
八
歳
以
Ｌ
力
か
た

定
員
　
八
日
｛
ｙ
ｎ

ｆ
・
Ｉ
Ｉ
ｆ
ｉ
ｆ
争
１
φ
１
φ
ｆ
ｔ
４
ｊ
ｌ
ｊ
争
ｆ
″
・
Ｉ
・
丿
・
ｆ
φ
１
・
‘

　
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

た
だ
し

間
限
前
で
も
定
輿

●■―

な

　ｆ

●●-･■

　
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
．

申
し
込
み
方
法
　
電
話
で
、
岡
崎
巾

　
教
育
委
‥
μ
会
吐
会
教
育
課
二
竃
こ

　
三
―
六
四
三
．
．
ご
ま
で
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
り

Ｉ
｛
講
習
内
容
　
映
写
機
の
機
構
、
電
気
　
申
し
込
み
期
限
　
じ
川
ト
在
日
(
　
'
＾

i

S

w
．
I
N
ｅ
ｃ
ｕ

-

｡

■

j

他人の迷惑を

　考えたことが

　　ありますか?

岫

夏の交通安全運動7月10日～20 日

民
プ
ー
ル
（
南
公
園
内
か

開
場
し
ま
す

開
場
日
　
七
川
ｌ
ｊ
目
（
火
）
無
料

　
開
放
、
ｙ
前
に
几
時
～
午
後
几
時

開
場
期
間
　
じ
川
二
十
一
‐

”
八
Ｕ
二
十
一

九
時
～
午
後
六

日
（
火

Ｕ
ｒ
‘
ｊ
　
・
‐

II

（
水
一
　
午
前

た
だ
し
、
八

川
八
‐
（
‥
‥
‥
）
は
、
市
民
水
泳
大

会
、
学
童
記
録
会
の
た
め
全
日
、

八
月
二
十
九
日
（
日
）
は
、
収
酉

三
河
水
泳
大
会
の
た
め
、
午
後
一

時
か
ら
の
一
般
利
川
は
で
き
ま
せ

ん
。

　
　
　
　
Ｘ
＼
　
一
・
゛

　
＼
ヽ
ヽ

尾

へ
　
沁

’

／‾－’

レ起

差感i
裡慨々故

tを｡に･､。･

　'｀'ノペ　、．
う

1IC
、

っぷｊ

万
Ｉ
』

利
用
料
金

Ｎ

{i

トφ

小
人
．
．
十
円

人
人
四
十
川

×

十
一
年
度

崎
水
泳
教
室

日
時
　
じ
月
ニ
ト
ー
日
｛
水
｝
～
八

　
‥
月
二
日
（
火
）
、
土
・
日
曜
日
は
除

　
く
、
ｙ
後
六
時
～
七
時
ペ
ト
分

場
所
　
岡
崎
市
民
プ
ー
ル
こ
れ
松
町

　
南
公
園
内
）

参
加
資
格
　
ニ
ト
五
メ
ー
ト
ｔ
以
上

　
泳
げ
る
小
・
中
学
生

募
集
人
員
　
五
十
欠
‥

　
籐
で
作
る
夏
の
帽
子

儲

講
習
会
（
一
日
教
瓢

　
籐
づ
る
で
夏
力
州
．
Ｌ
を
帽
ん
で
み

ま
せ
ん
か
　
簡
単
に
で
き
、
楽
し
い

講
習
会
で
す

日
　
時
　
じ
リ
．
ト
仔
‐
入

　
　
　
　
Ｔ
前
ト
時
～
ｙ
後

指場
導
者所

定
　
員

受
講
料

閻
崎
巾
哨
く
婦
人
会
一

鈴
も
さ
だ
．
ｊ

館時
●≒●>^●"-s●--･・●％９●ＳｙＳ●ｙ・●≒・

≫●吻●^^●s-i●り^●v≫・

　
　
　
一
婦
人
公
館
講
師
1

し
卜
な
‥
‥

無
料
、
た
だ
し
材
料
費
と

し
て
じ
μ
円
か
必
要

申
し
込
み
方
法

　
官
製
往
復
は
が
き
に
①
夏
の
帽
ｆ

　
②
氏
･
＞
;
：
③
住
所
④
．
定
話
番
号
を
、

　
ま
た
迦
に
川
あ
て
■
＞
：
：
＄
;
-
＾
'
こ
ろ
に

　
は
、
住
所
・
氏
名
・
郵
便
酢
廿
を

　
記
人
し
、
じ
‐
月
ト
　
　
．
‐
一
当
日
消

　
印
有
効
一
ま
で
に
、
岡
崎
巾
伊
汽

　
新
町
ブ
｀
ヽ
・
の
．
．
．
、
岡
崎
巾
鴎
く
婦

　
人
会
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

　
．
襲
．
Ｍ
‥
に
限
り
ま
す
．

◆
七
月
◆

　
　
婦
人
よ
ろ
ず
相
談
室

開
設
日
時
　
じ
日
ぐ
ト
．
‐
｛
水
｝

　
Ｔ
後
．
時
～
四
時

開
設
場
所
　
岡
崎
巾
働
く
婦
人
会
館

　
’
電
ｙ
．
大
几
六
．
．
・
．
．
．
几
．
．
．

相
談
員
　
家
庭
故
判
叫
馴
停
□
・
服

　
部
久
。
ト

申
し
込
み
方
法
　
前
‐
ま
で
に
開
設

　
場
所
へ
申
し
込
λ
で
く
だ
さ
い
。

　
第
五
回
弓
道
教
室
開
催

主
催
　
岡
崎
り
道
会

後
援
　
岡
崎
巾
教
育
委
以
会
、
岡
崎

　
体
育
協
会

期
間
　
開
校
式
↓
八
‐
‐
一
‐
（
日
）

　
午
後
三
時
　
▽
八
Ｕ
．
．
．
日
（
火
）

　
～
に
几
川
ト
八
日
’
七
）
毎
遠
火
・

　
土
曜
日
（
ト
五
日
間
)

-
Ｔ
―
後
六
時

　
三
十
分
一
八
時
．
．
．
十
分

場
所
　
岡
崎
公
固
り
道
場

参
加
資
格
　
巾
内
に
在
院
・
化
勤
・

　
在
学
す
る
…
力
な
（
中
学
生
以
Ｌ
）

募
集
人
員
　
八
ト
名

参
加
料
　
学
生
（
中
学
生
、
鳥
校
生
）

↓
Ｆ
．

　　　申

人弟まし

し齢で込

　－　－　　　･-
｀にみ円

　
．
般
↓
Ｆ
五
回
円

　
じ
川
．
．
ト
六
日
（
川
）

、
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
免
‥
、

職
貨
（
在
学
校
名
）
を
記

六
■
＞
:
：
町
馬
畷
．
．
五
・
岡
崎

巾
休
育
館
内
岡
崎
巾
教
介
委
只
会

体
介
課
（
竃
に
几

Ｉ
Ｉ
χ
。

／
　
。

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
。

-

１
－
Ｉ
Ｉ
’
リ
ー
ル
開
鴨
ど
ぶ
泳
室
ご
］
づ
二
八
八
白

－
－
－
－
－
Ｉ
Ｉ
　
　
　
　
　
Ｉ
‐
1
1
1
1
1
‐

指
導
内
容
　
ク
ロ
’
‐
ル

　
泳
、
バ
タ
フ
ラ
イ

会
費

r･

　
レ
、
‘
″
''*
、
し
Ｌ

り
１
・
｀
μ
　
ｊ
！
　
　
　
　
昭
和
五
十
一
年
度

開
講
式
当
‐
（
七
　

石

岡
崎
子
ど
も
水
泳
教
室

　
Ｈ
二
十
一
日
Ｔ
後
五
時
二
十
分
｝

　
受
け
付
け
に
て
納
・
へ

申
し
込
み
　
所
定
の
川
紙
に
必
要
■

＊
･

　
項
を
記
・
へ
し
．
岡
崎
巾
体
青
館
内

　
体
育
課
（
電
五
～
１
一
八
八
）

　
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
．

申
し
込
み
締
め
切
り
　
七
月
ナ
五
口

　
　
（
木
）
ま
で
．
た
だ
し
、
定
員
に

　
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
、

日
時
　
▽
第
．
回
・
：
七
月
二
十
　
１
　
‘

一
‐
り
）

Ｓ

一
十
一
日
（
上
）

第
．
．
回
・
：
八
川
．
．
Ｈ
（
月
）
～

‐
　
（
土
）

[]七▽

各
回
と
も
午
前
九
時

×

×

×

　
か
ら
十
一
時
ま
で

場
所
　
岡
崎
巾
ス
ポ
ー
ツ
が
Ｉ
デ
ン

　
フ
ー
ル

参
加
資
格
　
市
内
在
住
の
小
学
校
児

　
童
で
水
泳
初
心
者

募
集
人
員
　
各
回
と
も
に
一
4
百
･
＞
；
ｉ

指
導
内
容
　
基
礎
的
泳
法
（
平
泳
、

　
ク
ロ
ー
ル
。
背
泳
）

会
費
　
四
千
円

受
け
付
け
日
時
　
じ
川
十
一
‐
（
月
）

　
午
前
八
時
～
几
時

受
け
付
け
場
所
　
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ

　
ン
入
場
券
発
売
窓
口

参
加
者
決
定
　
①
受
け
付
け
時
間
終

　
了
後
、
巾
し
込
み
受
け
付
け
者
の

　
中
か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

　
②
当
せ
ん
片
‥
は
、
会
費
と
印
鑑
が

　
必
要
と
な
り
ま
す
か
ら
、
ご
用
意

く
だ
さ

③
申
し
込
み
票
は
、

申
し
込
み
に
こ
ら
れ
た
か
た
Ｉ
タ
‥

に
つ
き
、
一
枚
に
限
り
ま
す
。
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川田川Illlllllll

計量器の定期検査

　取り引きや証明等に使＼iする計I;:器ぐは

かりのみ）の定期検査を行いますから、よ

く手入れをして、必ず検査を受けてくださ

^＼
　　　　商工顔工計蒜i 't＼L23 －6212 ）

実地川卜 倹　作　場　所

７川　７

　　　８

　　　９

船

舶

匍

will町岡un巾郵l館

1 -I

1 -i

ト1

!(?))!

㈹六供町岡崎Mひ館駐巾･場冷

1 5 H困' 皿町岡崎小峨北公余堂嘔.･μ.場

1 (iIK勿i

１引|(11) 仮h m 副i日山mi塊内
2 0

2 1

2 2

心

付

恥

h幡町d､･幡小乍悛

2 9

.i11

u困

丿吻

t＼･川町外川小学校

　受けH･け時間は、各会場とも'riiij9時30分から
F･後3 時まてで■i≒

休
荘
の
お
知
ら
せ

　
機
械
点
検
の
た
め

七
月
五
日
・
六
日
の

二
日
間
休
荘
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

/’

岡ftf,市(1)民

かぶ て二ここンジ'j;

ﾌﾞ糾ﾐﾀ竃ケi

ダ

ド

ヽi 。ぶ■"'り″や桑谷山荘

　へ､～］きし0564 (48)2855

ご
寄
付
・
ご
寄
贈
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
五
月
十
四
日
～
六
月
十
三
日
受
付
分
敬
称
略
）

▼
岡
崎
歯
科
医
師
会
『
六
供
町
』

▼
岡
崎
市
花
き
温
室
園
芸
組
合
（
十

　
王
町
）

▼
杉
浦
康
司
（
大
西
町
）

▼
鈴
木
健
司
（
束
阿
知
和
町
）

▼
椿
会
（
上
六
名
町
）

▼
岡
崎
市
養
豚
振
興
協
議
会
（
十
王

　
町
）

▼
住
友
生
命
保
険
相
互
会
社
（
大
阪

　
市
）

▼
株
式
会
社
ク
ラ
タ
産
業
（
羽
眼

　
町
）

▼
加
藤
翼
雄
（
康
生
町
）

▼
岡
崎
市
公
設
市
場
連
合
会
（
元
能

　
見
町
）

▼
明
る
い
社
会
づ
く
り
岡
崎
地
区
委

　
員
会
（
栄
町
）

▼
池
田
建
材
株
式
会
社
（
稲
熊
町
）

▼
名
古
屋
相
互
銀
行
岡
崎
支
店
（
能

　
兄
通
）
名
古
屋
相
互
銀
行
岡
崎
南

　
支
店
（
戸
崎
町
）

▼
岡
崎
信
用
金
庫
岡
信
杉
の
子
会
（

　
竹
生
町
）

▼
奥
殿
小
学
校
児
童
会
（
奥
殿
町
）

▼
栗
木
満
智
子
（
若
松
町
）

▼
奥
井
昭
夫
（
康
生
通
西
）

▼
松
井
和
夫
（
明
人
寺
町
）

▼
株
式
会
社
名
古
屋
カ
ラ
ー
（
東
大

　
友
町
）

▼
中
根
吉
範
（
沌
町
）

▼
内
田
早
苗
（
保
け
町
）

▼
谷
衛
（
六
供
町
）

▼
村
上
納
（
伊
賀
町
）

▼
加
藤
栄
（
羽
眼
町
）

▼
矢
作
西
学
区
後
援
会
（
宇
頭
町
）

▼
中
嶋
音
次
郎
（
柱
町
）●

▼
志
賀
美
智
代
（
欠
町
）

▼
中
根
静
子
（
鴨
田
町
）

▼
百
々
保
育
園
母
の
会
（
百
々
町
）

▼
高
橋
澄
夫
（
中
鵬
町
）

▼
岡
崎
竜
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
康
生
通
束
）

▼
六
ッ
美
西
保
育
園
母
の
会

　
郷
町
）

Illlltlllllllllllllltllll
心

心中

之

▼
細
川
保
育
園
父
母
の
会
（
細
川

　
町
）

▼
粟
生
正
樹
（
市
場
町
）

▼
牧
野
甚
太
夫
（
戸
崎
町
）

▼
田
中
彰
一
　
（
吹
矢
町
）

▼
日
本
社
会
党
岡
崎
市
徽
団

▼
フ
ジ
興
業
株
式
会
社
（
本
町
通
）

▼
公
明
党
岡
崎
市
議
団

▼
岡
崎
市
議
会
民
社
党
議
員
団

▼
岡
崎
市
議
会
自
民
ク
ラ
ブ

結
核
健
康
診
断
と
成
人
病
検
診

　
結
核
健
康
診
断
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
）
と
成
人
病
検
診
を
行
い
ま
す
か

ら
、
該
当
す
る
か
た
は
、
全
Ｈ
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

該
当
者

　
▽
レ
ン
ト
ゲ
ン
搬
彫
↓
ふ

　
　
以
上
の
か
た
。

　
▽
成
人
病
検
診
↓
七
月
一
日
現
在

(f呆鮭課保健係・電23 －6180 )表程日

　
　
で
満
四
十
歳
以
上
六
十
五
歳
末

　
　
満
の
か
た
。

　
た
だ
し
、
９
　
校
の
在
学
者
、
会
社

事
業
所
、
官
公
庁
等
の
勤
務
者
お
よ

び
医
療
中
の
者
、
な
ら
び
に
既
往
歴

が
あ
る
者
で
、
保
健
所
か
ら
通
知
の

あ
っ
た
者
を
除
き
ま
す
。

　
　
　
×
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×

}]　1.1

-

7月1 J旧佃

時　問　ぉ　よ　び　心　所

'|測9時■30'j'l-
　　～11時3O分 竺竺山
匹

'I･■■i&i時3<)分

　～2時30分
一一一

米河内公民館

|蒲:^時
　　　　- 4時

略磐小学倹 祐磐巾小学校

7 )l 1 ti廿(金)
大平町

辻巾公民館
阿川小乍佐 犬i犬

7 J川9 iJ( H > 笑111中'7- 校 犬
詞町
Jl･玉原公尺館

■k四＼
他　正　寺

7 I) 2 0日（火；
巾之糾町
浄　妙　寺 犬

n畑町

常　念　寺
十和IIJ 教公

７月２目μ水l
六ッ芙中部
　　小学枚 犬

土丿野町

本　光　寺
卜介歓木川
正　願　寺

7 J) 2 2 IJ和 六ッ英北部
　　小乍校 犬 上片市甘住宅

災　会　所

十.二ッ木町
　　姐会叫

７月2 3［l(金j
六ッ美市部
　　小学校 犬

計町

光　寺
①卜H町集余所

7 f]2 引川Ｄ lj≪殿小学枚 犬 Ill]l.＼町公民館 桑原町公民館

７川2 7 口(火） mi III小学校 犬 あさひこ'/jm.園
仁木町

見　徳　寺

7fl2 8H(水）
岩沁天神荘
集　会　所 犬

束阿知和町１区

公　民　館
束蔵|拘町公尺館

7 >J 2 9 tl(木） 岩津支所 犬 真福寺町公民館 恵111小学校

7>i 3 0 I|金） 東本糾町
正　法　寺

矢作西小学校 犬 犬
c8川２日以降については順次掲載します。



お　か　ざ　き市政だより目１

昭和51年7 J]
-15-

（
雪
圈
㈲
Ｊ
）

７ｔ
だより

★
読
書
会
　
Ｏ
じ
月
七
‐
（
水
）

午
前
ト
時
　
○
会
議
室
　
○
テ
ー

了
：
「
植
物
祭
」
　
〇
指
導
・
：
杉

　
油
時
秋
氏

★
子
ど
も
の
本
に
親
し
む
会
　
○
じ

　
‐
り
十
目
（
上
）
　
午
後
二
時
三
ト

　
　
　
　
●

　
い

吼
″
に
会
議
室
　
Ｏ
指
導
・
：
鈴
本

轟
討
づ
琵
げ
ド

　
Λ
り
八
ブ
ブ
ソ
寸

‘ （

　
■
ｒ
＾
　
I
ド
　
　
ー
　
’
Ｌ
Ｔ
－
ｆ
)
　
　
･
　
一
Ｊ
－

几
‐
（
木
）

　
岡
崎
市
制
施
行
六
十
周
年
「
資
料

「

に
み
る
岡
崎
六
十
年
の
歩
み
」
展

I 」

〇
と
　
き
　
じ
日
‥
ト
八
‐
～
八
‐
‥
三

　
　
　
　
　
十
一
目

〇
と
こ
ろ
　
図
書
館
内
特
設
展
示
室

‐
岡
崎
市
制
施
行
六
十
周
年
「
記
念

一

講
演
」
　
　
―
－
ｉ
－
　
　
　
　
ｌ
ｊ
ｉ
ｉ

ピ

○
と
　
き
　
じ
川
ト
八
‐

　
　
　
　
　
　
　
　
・
’
、
･

■
　
-
l
i
ｔ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
後
‘
ｉ

○
と
こ
ろ

〇
演
Ｏ
講

師題

”、

II

図
収
‥
館
会
議
室

　
「
家
康
公
の
人
間
像
」

岩
川
栄
治
氏
（
連
尺
小

　
　
　
　
　
学
校
校
長
’
）

★
七
月
中
の
休
館
日

　
Ｏ
市
制
記
念
‐
↓
七
月
一
‐

　
Ｏ
定
期
休
館
日
↓
七
月
五
日
・
十

　
二
日
・
十
に
几
ロ
・
二
十
六
日

　
（
）
館
内
整
理
休
館
日
↓
七
月
ト
六

菌
㈲
言
ぷ
）

◇
み
ょ
う
に
ち
展

　
・
し
Ｈ
‥
‥
．
Ｈ
～
四
目

　
・
絵
画
、
書
道
、
写
鳶
、
彫
明
、

　
　
工
芸
等

◇
二
紀
会
中
京
青
年
グ
ル
ー
プ
展

　
・
七
川
ニ
ト
八
日
一
八
Ｕ
１
‐

　
・
洋
画
、
彫
則

一
人
場
無
料

一
開
館
時
間
　
午
前
ト
時
～
午
後
一

　
　
　
　
　
　
時

受け付け崎墓園利用|刈Ml可^ぢ匯I T'J /↑j’j又り|’」' / X

叩竺言％‰ごに≒ぶ

:tを、７月1 日から常時I｡執務時闘中リm継　Ｓ

課で釣≒ています。　　　　　　　　　　　　　　　§

　菜園の秒11を希望されるかたは、利川の囃'<

地7)ブロ.■;クをきめて申請してください。触

地の/_i.･･/'.等の決定は、8 )] 5日午前lO時か･j

,lj役所6 階大会議室で行いま寸。

　受け付け予定の纂地放．辰地利川の永代

If]料等については、(3月15日づけソ)巾政だ
をごらんくださ

く
く
く
く
く
く
’

い〃 ･ へ ノ ’ ゝ , ･ ｀ Ｊ へ ノ ’

（電23－1211）へは、西三河事務所建築課
く

わし★県営本宿住宅入居者募集中→く

明
の
市
民

口
目

４
　
か
Ｔ

談
室

電
二
三
－
六
四
九
二

　
巾
や
県
・
川
な
ど
の
行
政
に
つ
い
て
の
苦
情
・
要
望
・
問
い
合
わ
せ
、

‐
常
生
活
で
お
困
り
の
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
、
交
通
事
故
相
談
、
高

齢
者
職
業
相
談
は
毎
日
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
｀
特
別
相
談
の
’

心
配
ご
と
・
人
権
相
談
　
　
　
　
　
　
　
日

　
日
　
時
　
じ
‥
月
十
四
日
・
―
十

　
　
　
　
じ
‐
、
午
後
一
時
～

四
時

困

=ﾐ

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
Ｕ
（
佐

　
　
　
　
々
木
ヤ
千
ヨ
、
神
谷

　
　
　
　
武
火
、
小
柳
次
雄
、

　
　
　
　
兵
藤
川
市
）
、
名
古

　
　
　
　
屋
法
務
川
岡
崎
支
局

　
　
　
　
職
以

り
ご
と
・
行
政
相
談

日

時
　
じ
月
ト
川
日

　
　
八
日
、
午
後

　
　
四
時

一
時
-I

　
相
談
員
　
行
政
相
談
委
員
（
岩

　
　
　
　
　
附
善
古
、
加
藤
平
二
．

　
　
　
　
　
小
野
坂
雄
、
杉
浦
鉦

　
　
　
　
　
典
）

法
律
相
談
（
予
約
制
）

　
日
　
時
　
七
月
五
日
・
十
二
日
・

　
　
　
　
　
十
厄
日
・
ニ
ト
六
日
、

　
　
　
　
　
午
後
一
時
～
四
時

　
相
談
員
　
名
古
屋
弁
護
士
会
岡

　
　
　
　
　
崎
支
部
弁
護
士

住
宅
金
融
公
庫
融
資
相
談

W

案
内
Ｗ

時
　
七
月
八

時日

一

後
一

Ｉ
～―

四

　
相
談
員
　
住
宅
金
融
公
庫
名
古

　
　
　
　
　
屈
支
所
住
宅
相
談
貝

税
金
相
談

日
　
時

　
相
談
員

登
記
相
談

　
日
　
時

じ
幻
八
日
．

Ｉ
～
Ｕ
。
Ｉ

後

岡
崎
税
理
士
会
会
‥
‥
ハ

七
川
八
日
、
午
後
一

時
～
四
時

　
相
談
員
　
司
法
書
士
会
、
土
地

　
　
　
　
　
家
川
訓
介
士
会
岡
崎

　
　
　
　
　
支
部
会
貝

建
築
相
談

　
日
　
時
　
七
‐
Ｕ
八
日
、
午
後
一

　
　
　
　
時
～
四
時

相
談
員
　
建
築
士
会
岡
崎
支
部

　
　
　
　
　
会
貝

測
量
設
計
相
談

　
日
　
時
　
七
月
二
十
一
ロ

　
　
　
　
　
後
一
時
～
四
時

乍

相
談
員
　
愛
知
県
測
量
設
計
業

　
　
　
　
協
会
会
員

※
巾
民
相
談
室
は
、
市
役
所
正
面
玄
関
を
入
り
左
側
で
す
。

々
く
ヽ
り
し
の
法
律
々

　
　
講
演
と
相
談
会
の
お
知

　
岡
崎
市
で
は
、
市
制
六
十
川
年
記

念
行
事
の
一
つ
と
し
て
。
次
の
と
お

り
、
日
常
生
活
に
関
す
る
法
律
の
講

演
と
相
談
会
を
佻
し
ま
す
｡
)
相
談
会

で
は
、
名
古
屋
大
学
法
学
部
学
生
法

律
相
談
所
の
ご
協
力
に
よ
り
、
無
料

で
法
律
相
談
に
応
じ
ま
す
。
借
地
借

家
、
相
続
、
夫
婦
親
子
、
土
地
建
物

そ
の
他
法
律
問
題
に
お
答
え
し
ま
す
。

お
誘
い
〈
日
わ
せ
の
上
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

期
日
場
所

ら
せ

じ
月
．
ペ
ト
ー
‐
一
Ｌ
）

巾
民
会
館
第
．
、
第
四
集
会

室

○
講
演
「
く
ら
し
の
法
律
」

　
講
師
　
杉
浦
鉦
典
弁
護
士

　
　
　
　
乍
よ
俊
一
時
三
ト
分
よ
り

０
相
談
会

　
　
免
‥
古
屋
大
学
法
学
部
学
生
法

　
　
律
相
談
所
、
杉
浦
弁
護
士

　
　
講
演
終
了
後
（
～
後
三
時
）

　
　
～
五
時



▲中火緑道
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　岡崎巾は、昭和48年7 jj 1日に“緑化檀退部

巾宣言"をし、今年で4 吊目今迎えまし仁｡

　私たちの郷土岡崎は、峻れた自然環境に恵ま

れ、着実に発展してきましたか、郎巾今とりt

く自然い巾たか々禄が'こわれようとしてい琵ト

　こジ)輝かしいl|j'i|i'肺0川乍の､に念すべき彫にあ

たり、市民ノ)みなさんノ)参加のもと、禄化勺よ

り禎巡し、次の世代ク)ために,1;りよい環境かつ

くられるよう、巾民　･人ひとりが、１本でも多

くの植樹をしましょう。

［

☆市民みんなで緑の岡崎をつくりましょう。

☆60I.VJ年を記念し、みんなで記念植樹をしよう。
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